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炭素架橋オリゴフェニレンビニレン（COPV)：極低温環境を室温で 
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π共役系有機分子から高い機能性を引き出すためには、分子構造の精密制御が不可欠である。われ

われは、フェニレンビニレンの分子内に炭素（メチレン）架橋構造を有する「炭素架橋オリゴ（フェ
ニレンビニレン）（COPV）」を設計し、独自反応によってその構築に成功した[1]。物性評価から、COPV
はπ共役の拡張に理想的な平面分子構造を有しており、この構造的特長に由来して、蛍光量子収率
100％や高速電子輸送特性等の優れた物性と高い安定性を示すことを確認した。次に、これらの特長
を活かして、太陽電池、有機固体レーザー[2]、分子ワイヤ[3,4]等への応用を行ったところ、いずれの
場合も優れたデバイス特性や長寿命化を達成した。特筆すべきことに、分子ワイヤの応用においては、
従来の有機分子では極低温条件下でしか観測されなかった非弾性トンネリングや長距離共鳴トンネリ
ングが COPV を用いた系では常温で観測された。炭素架橋による電子共役系分子の精密構造制御によ
って、分子運動が常温でも（ある程度）凍結され、極低温条件が擬似的に再現されたものと考えられ、
分子エレクトロニクスにブレークスルーを与えるものと期待している。 
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